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久保晃（1926-2010） 
《カメラマン》 
1958（昭和33）年 
パステル・紙 
34.0×22.0cm 
平成24年度　久保極氏寄贈 

　たくさんの線に覆われた褐色の画面。暗く塗られた背景に、人とおぼしき

姿が浮かび上がります。ぎょろぎょろとした目は、何かを訴えかけています。下

部は角ばっていて、鳥の脚のように見えます。 

　作者の久保晃は、1926年、奈良に生まれました。20歳の頃から大阪で美

術を学び、その後、独立美術協会の展覧会に出品します。 

　そして30歳を迎えた1956年、片山昭弘、河野芳夫、小林二郎とともに、

制作者集団「極(きょく)」を結成します。久保はこのグループの一員として、

約2年半の間、活動しました。 

　戦後まもない1950年代、美術の世界に存在する旧態に反発し、体制に

染まらず自らの主張を行おうとする作家たちが、次々と

グループを結成しました。彼らはそれぞれ、独自の表現

を探求しました。中でも「極」は、単なる写実でもなく、全くの抽象でもない、

半具象といえる手法で社会の矛盾や苦悩する人間を表現しました。 

　多数の線描は引っ掻き傷のようであり、目を見開く姿は、揺れ動く戦後を

生きる久保のような表現者そのものです。大戦をへて急速に変貌していく

社会への眼差しは、画中のまなこと重なります。 

（鈴木慈子／当館学芸員） 

VOL.42 
2014年3月31日発行 



３ ２ 

兵庫県立美術館での展示風景。 
写真向かって一番右の作品は、神戸展で特別に設けられたイントロダクション部分に含まれる 
ゲルハルト・リヒターの《グレイ No. 349》（1973年）。この作品は友の会寄贈ではなく国立近代美術館の購入作品。 
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図1　会場風景 図2　《’78-31》　1978年 図3　《数字3》　1969年 図4　《ネガへの挑発》　1967年 
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奥田善巳の絵画について 
出原　均 

　1970年代は、現代美術においてとくにコンセプトやプロセスが重視され

た時代である。40歳代の奥田善巳（1931～2011）も、この流れに呼応し

た作品を制作している。ものの配置に主眼を置いたインスタレーションや、

明快なコンセプトと手法に基づいたドローイング、コラージュなどである。そう

した中で私の目に留まったのが、背景のみをクロスハッチング風に描き、描き

残しによっていくつものリンゴを表したドローイングである（1978年　本展

未出品　図2）。リンゴそのものには輪郭線が引かれていないので、クロスハッ

チングの線はときに輪郭線に相当するところをオーバーランして中に食い込

むことがある。また、リンゴ同士の空間がわずかの場合は途切れることのな

い線も、間が離れているときは、さすがの奥田も一気に引くわけにはいかず、

継ぎ足している。一見しただけでは描きにくさに気付かないが、その作業を

思い描くと容易でないことが分かる。輪郭線、あるいは、より広げて線という

ものの特性をふと垣間見た気がする。このドローイングは、コンセプトと手法

が明快なだけでなく、それを具体化する力量も欠かせない。奥田の場合、そ

のドローイングはけっしてコンセプトだけに終わるものではないのだ。 

　この余白のリンゴについては、もうひとつ指摘しておきたいことがある。奥

田が1960年代に制作した、モチーフである容器類を白く残して周囲のみ描

いた〈ネガへの挑発〉シリーズは、ものを余白で表すという点でこのドローイ

ングと共通する。逆に、ドローイングの方は、1960年代の絵画を別の手法で

展開させたものと見なすこともできなくはない。一般に人々の営みは、行きつ

戻りつしながら進む、とはよくいわれることである。あるいは、直線ではなく、螺

旋を描くように進む、とも。もし回転しながら進んでいく、その進行を正面から

受けて見るならば（竜巻を上から見るようなものか）、その円はゆがんでいて、

弧は起点に対して遠ざかったり、近づいたりするため、場合によっては昔のそ

れと交差する、といったイメージを描くことができよう。そして、この交差を、奥

田の2種類の作品に見ることができる。 

　行きつ戻りつ、あるいは過去を振り返りながらの前進の例として、もうひとつ、

《数字3》（1969年　西宮市大谷記念美術館蔵　図3）を取り上げたい。

これは、算用数字の3を描いたスケッチブックを天地逆にし、かつ、破れたよ

うにも描いた絵で、アメリカのネオ・ダダの画家、ジャスパー・ジョーンズが、

旗や数字といった、もともと平面のものを平面上に描くトートロジー的な表現

を、奥田なりに咀嚼してみせた作品であり、また、自身の名前「よ・し・み」を

数字で「4・4・3」と表しうることから、しばしばこれらの数字を描いたものの

ひとつである（奥田と同じグループ〈位〉のメンバー、中田誠氏のご教示によ

る）。ここでの行きつ戻りつのポイントは、「破る」である。この数年前、読売

アンデパンダンに出品した《日曜日のないカレンダー》の1および2（1963年）

も、パネルに貼った新聞紙の上に、1枚の紙を細かく千切って貼っており、物

理的に行ったか、たんに描いたかの違いがあるとはいえ、破るということでは

共通するからである。 

　《数字3》については、もうひとつ、当館ミュージアム・ボランティアの方か

らのご指摘（彼女も別の方から指摘されたそうだ）も紹介しておかなければ

ならない。この絵に描かれた裂け目は、《ネガへの挑発》（1967年　図4）

の画面左側の容器の輪郭および背景の赤、青、黒の境界線からなる形とほ

ぼ同じである。展覧会の準備で作品を選んでいるときから確かにその線の形

が漠然と気になっていたものの、この関係には全く気付かなかった。1960

年代の現存作の中で優品と判断したものをたまたま出品したら、繋がってい

たわけだ。いずれにせよ、奥田の制作展開が行きつ戻りつであることがこれ

からもよく分かる。おそらく今後も奥田作品の中で繋がりがいろいろと発見

されていくことだろう。 

※ 

　1970年代の終わり頃から、日本の現代美術において、筆触や色彩といっ

た従来からの表現要素を見直す、いわゆる絵画の復権の動きが顕著になる。

時代の動きに敏感であった奥田は、このときも、その動きと歩みを同じくする。

もちろん、それは奥田独特の歩行を取ってのことだが。奥田は、彼が最もコ

ンセプチュアルであった1970年代においても、画家としての行為やその特

性を保持していた点はすでに触れた。そのような奥田にとり、絵画表現の再

評価の動きは望むところであったに違いない。 

　奥田の関係者が大切に保管してきた、彼の作品写真のファイルが数冊

ある。取り扱い画廊であるトアロード画廊を通じてお借りしたその記録に目を

通すと、1960年代から晩年までの奥田の軌跡を、一部欠落しているところ

があるものの、かなり詳細に辿ることができる。それに、個々の作品や文献

資料の調査、さらには関係者からのインタビューも加味して、1970年代末以

後の彼の絵画展開の見取り図を作っておこうと思う。 

　リンゴを反復したドローイングに水彩を施す〈wd〉シリーズ（1978年）に

おいては、その筆の運びは、斜め、横といったかなりシステマティックなもので

あり、まだ抑制が効いている。しかし、翌年、そうしたリンゴの円に、それらが

内側から爆発したようなギザギザの線を加えた〈wf〉や〈gp〉シリーズには、

絵画らしい表情が現れてきた。これは、線をオイル・パステルで描いた後から

水彩を画面全体に施したものだが、翌1980年に、奥田はそうしたギザギザ

の線をキャンバス上に展開させた。いよいよ本格的な絵画に着手したわけ

である。このシリーズ名であるCGのCはキャンバス（canvas）、Gは線に用

いたグワッシュ（gouache）らしい（西宮市大谷記念美術館の池上司氏の

ご教示による）。しかし、このシリーズも奥田を満足させることはなかったらしく、

わずか１年で終わり、1981年から、以後、晩年まで継続される〈CO〉シリーズ

に取って代わる。COのOは、油彩（oil）のOである。 

　このように、1970年代の終わりから1980年代の初めの数年間は、奥田

の制作がめまぐるしく変わっており、その過程で進むべき方向が固まっていく。

めまぐるしい変化といったが、それはけっして前に築いたスタイルや方法を無

視したり、前のものと無関係に飛躍したりするのではなく、前のスタイルから

可能性を引き出しながらの進行であることが看取される。そこに、絵画に対

する奥田の慎重さと、誠実さ、さらには、自信すら垣間見る思いがする。 

　小品から大作まで、作品番号から推測して約1400点の作品が約30年の

間に制作された〈CO〉シリーズは、いくつかの段階を経ながらも（本論では

仮に４期に分類しておきたい）、その基本の型については当初から最後まで

大きくは変わらない。黒の背景に大きなストロークで線を走らせるという、絵

画の基本要素以外削ぎ落としたものである。故人を知る複数の方から伺っ

た話によると、背景の黒は、既成の黒の絵具ではなく、いくつかの絵具を混

色して作り出していたそうだ。このシリーズは、わずか2色で構成され、背景の

黒ともうひとつの色とがうまくマッチすることが欠かせない。既成の黒ではい

わば浮いた感じになることがよくあるので、それを回避する工夫である。 

　今回出品している、初期の《CO-131》（1983年）と《CO-205》（1984

年）の2点を比較するなら、両方とも個々の線の方向性の多様さでは共通し

ながらも、前者の線はそれぞれの長さや幅においてあまり変わりなく、後者は

変化に富む。それによって、両者の印象はかなり異なる。前者は、画面を線

で埋め尽くすことに主眼を置いているようで、線の集合としての面を強く意

識させるのに対し、後者は、線のひとつひとつに目を留めることができる。も

ちろん、色の違いも作品の重要な要素であり、全体の雰囲気を作り上げる。

注意すべきは、前者の黄色は、濃度の違いが画面にかなりはっきり出ている

ことである。黄色を薄く塗った場合、背景の黒がある程度透けて見え、色の

グラデーションがあるように見えるのだ。青の絵具では、あまりそのような効

果は感じられない。このグラデーションは、後の作品で再び現れるから、これ

も行きつ戻りつの例といえる。 

　1986年頃からは、黒の背景をなんらかの形として残すことが試みられた（第

2期）。奥田に教えをうけた中村伸哉氏によれば、奥田は、ある時期、日本の

絵画の中で短冊を貼ったものに注目していたという。黒の背景をスリット状、

あるいは、面として残すのは、こうした例を参考にしたように思われる。背景と

線との関係を再検討し、背景としての黒の一部を前景化、造形化して、線と

の間に緊張感をもたらし、画面に強度を与えようとしたのだろう（もしかすると、

86年3月に同志社大学京田辺キャンパス図書館に納める幅5.5mの大作を

制作する上で、その巨大さにふさわしい構造化を試みる必要性が、こうした

変化の起点にあったのかもしれない）。この黒の形とモノクロームの線とが

分離するのを防ぐ工夫として、細く黒い線が画面のところどころに走ることに

なる。また、画面を分割しようという意図があったのか、垂直線状に黒を残す

ことも行っている。それから3年後に、黒の形は画面からほぼ消えてしまっても、

この2種類の線は残るので、この時期の貴重な遺産といえる。 

　第3期に当たる1989年から96年頃までの約8年間は、ほぼスタイルを固

定した上での展開である。それは、スタイルとしての完成を意味するだろう。

横長の画面を、モノクロームの線で覆うのはこれまで通りだが、1986～89年

の試みが部分的に活かされ、左右の縁近くに垂直に細い黒の線がいくつか

引かれるとともに、画面のところどころに同じく細く黒い線が走る。大まかに

いえば、垂直の線は、画面を締め、奔放に走る細い線は、画面に変化を与え

る。背景の黒、モノクロームの線、細い黒の線という3つの要素からなる点で、

1980年代前半の作品群よりも複雑化する一方、1980年代後半の造形化・

構造化を沈静させたわけである。こうしてシンプルな中にも豊穣さを獲得す

ることで、200号、300号の大作が可能になったのである。 

　1993年頃からはモノクロームの線に黒を混ぜるようになった点も重要な

変化である。上で述べたように、黄色では絵具そのものの透過性によって混

色の効果が出ていたが、この場合は、十分な配慮の下で実際に混色してい

る。第3期のこの頃までは、黒の背景とモノクロームの線という2層だったの

に対し、以後は、その間に黒の混ざった線によってグラデーションが生じ、奥

行イリュージョンの厚みが増したように感じられる。しかも、当然のことながら、

黒が混ざった色は、混ざらない色よりも後から描くことがしばしばで、その場合、

色的には奥にあるように見える線が、物理的には手前にあり、混ざらない色

が前に出すぎるのを抑える効果もある。こうして、奥行イリュージョンは、たん

に厚くなったのではなく、厚みを抑える力も働き、複雑かつ豊かな空間に発

展している。 

　第3期の終わり頃の1996年に制作された《CO-891》（未出品）と《CO-

892》の２点は、透き通るような青が効果的で、その青と黒の関係が、まるで

白黒が反転したネガ・フィルムのように見える、他に例を見ない作品である。

それまでの作品は、ある程度その展開を説明できたが、これに関しては突然

変異というほかない。奥田のことだから、過去の経験が活かされていることも

十分考えられるが。 

　様々な事情で一時制作を中断した奥田は、1999年頃から再開している。

これを第4期としておこう。この時期は、前のスタイルを捨て、1980年代後半

の試みに一旦戻り、黒い線と黒い背景を再び造形的な要素として練り直し、

新しい表現を追究している。またしても、行きつ戻りつの展開である。その過

程を詳述する余裕はないが、ほぼ最晩年に当たる2009年の《CO-1387》

と《CO-1395》（未出品）を取り上げておこう。両者に現れる黒い面は、ひ

らがなに似た独特の形をしており、これがなにを表しているのか現段階では

分からない。あるいは、永久に分からないかもしれない。でも、その分からなさ

がひとつの効果を生んでいるようにも思う。その形容しがたい黒い闇には、

見る者を吸い込むような力が宿っているのである。 

（ではら・ひとし／当館学芸員） 

＊「小企画　奥田善巳展」は、2013年11月23日（土・祝）から翌年3月9日（日）まで
常設展示室1で開催されました。 
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　昨年11月2日から12月29日まで開催した特別展「昭

和モダン 絵画と文学1926-1936」は、昭和初めの

10年間における絵画と文学を対象にした展覧会であった。 

　「絵画と文学」というテーマを採り上げた展覧会はこれまでにもあったが、

その多くは文学者と美術家の交流や両ジャンルにまたがる活動、あるいは

文学書の装幀や挿絵を中心としたものではなかったろうか。 

　絵画と文学の直接的な関係を示すそうした個々の事象については、本

展でもトピックとして採り上げ、解説を加えた。しかし、本展全体の意図は

別のところにあった。同時代の絵画と文学には、直接的な関係がなくとも

そこに何らかの照応関係があるのではないか。そしてその照応は、時代の

雰囲気や精神をも照らし出すものではないだろうか。特に日本が戦争へと

向かわんとするこの10年間に、芸術に何が起こったのかを捉えようとする、

これはひとつの試みであった。 

　全体を「1．プロレタリアの芸術」「2．新感覚・モダニズム」「3．文芸復

興と日本的なもの」の3章に分け、絵画は洋画、文学は小説を中心とした

のも、この照応関係をわかりやすく示す特徴的な動向を紹介しようとする

意図にもとづく。したがって作品の選択は恣意的であり、ジャンルや傾向

に偏りがあって、必ずしもこの時代の全体像を表してはいない。むしろ絵画

と文学に共通すると思われる潮流に焦点を絞り、これを強調した内容であっ

た。 

　絵画と文学の照応を見せようとするこの試みにあたっての困難は、「文学」

を博物館施設で「展示」することの不可能性にある。改めて言うまでもな

いことだが、展示された美術作品を見ることは美術鑑賞であるが、展示さ

れた書籍を見ることはそのまま文学鑑賞にはならない。文学作品の鑑賞と

は時間をかけてテクストを読むことであり、根本的に「展示」になじまないの

である。 

　各地の文学館と呼ばれている施設で行われている展示は、この不可能

性を前提にした様々な試みであって、本展を準備する際にも大いに参考に

させていただいた。ただし、本展の方針としては、あくまでもテクストの内容

が中心的な対象であることを忘れないように心がけた。作家本人の生活も

本の装幀や挿絵も結局のところテクストに付随するものでしかない。 

　本展では、各作家の経歴を記した肖像写真入りのパネルを掲示し、写

真資料や映像も使いつつも、それぞれの作品の内容をごく簡単に紹介す

る解説を書籍ごとに付し、主要な文学作品を一部引用した大きなシートを

多数、壁に掲示した。さらに当時の書籍の復刻本を並べた読書コーナー

を設けたのはこうした方針からである。数多くの文学作品を紹介しようとし

たため、文学館が行うような多彩な資料やメディアを使った展示ではなく、

むしろ書籍を中心としたミニマムでシンプルな展示であっただろう。 

　しかし、約80点の美術作品と400冊を超える書籍の展示は、結局のとこ

ろシンプルさよりも豊富さの印象をもたらすことになったようだ。初めての

試みで、どのような雰囲気の展示になるのか、企画した本人にも予想しが

たいものであったが、ずらりと並んだ本の装幀自体が、並置した絵画ととも

に独特の雰囲気を生み出したようであり、特に当時のプロレタリア芸術が

持ちえた迫力に感嘆する声も聞かれた。考えてみれば、プロレタリア関係

の美術作品と文学書の両方がこれだけ多数一堂に並べられたことはこれ

までなかったようである。 

　絵画と文学の照応ということで言えば、第1章のプロレタリア系の絵画

と文学にはもとより誰もが見てとられる自明の関係がある。モダニズムに

関する第2章では、近代的なモチーフを強調した内容、フォルムへの関心

が両ジャンルに共通し、心理主義的またはシュルレアリスム的な実験的傾

向にも並行関係があることを示そうとした。 

　本展の構成で、最も問題提起的であったのは第3章かも知れない。ごく

簡単に言えば、文学では「文芸復興」、絵画では「日本洋画の成熟」など

とそれぞれ従来呼ばれていた1930年代の傾向をひとつの潮流と見なし、

そこに含まれる日本主義的な方向性を視野に入れたセクションである。そ

の内容は、日本の近代文学、絵画におけるひとつの到達点と捉えうるとと

もに、戦争に至る時期の思想的な背景を含意するものでもあった。 

　本展を見た方から現代の社会状況について考えさせられるという意見を

いただき、一部の批評において今話題の秘密保護法との関連から本展が

語られたことは、予想してはいなかったにせよ、意外なことではない。過去を

対象とした展覧会が、もし幾分かでも現代をも照らしたとするなら、企画者

として喜ばしいことである。　　　　　　　　　（はやみ・ゆたか／当館学芸員） 

こどものイベント 
「ブックデザインをしよう！」 
 

　2013年12月１４日（土）、「昭和モダン 絵画と文学 1926-1936」関連

事業こどものイベント「ブックデザインをしよう！」を開催しました。参加者の

持参した文庫本を、展覧会鑑賞を手がかりにリデザインしました。①製本

②展覧会鑑賞③ブックデザインの3部からなる1日イベントです。 

　①午前中に今回行った製本作業は、参加者各自が持参した文庫本を

解体し、上製本（ハードカバーの本）に仕立て直すというもの。工程

通りに作業を進めると、本は必ず完成します。あとは、どれだけ注意深

く丁寧に仕事をするかで仕上がりの良し悪しが決まります。 

　②午後からは、展覧会担当である速水学芸員のナビゲーターにより、昭

和初期の絵画やブックデザインを鑑賞し、それらの細部にまでこだわっ

た“遊び”を発見することができました。その後の自由鑑賞では、午前

中につくった上製本を、どのようにデザインしていくのかイメージを膨ら

ませたうえで、お気に入りの作品を見つけてスケッチしました。 

　③ブックデザインは、スケッチや本の内容を踏まえ、コラージュにより行い、

文字や図案の構成は、色紙や包装紙などを素材として貼付しました。 

　最後に、完成したオリジナルブックデザインの見所や、一日の感想を発

表しイベントは終了しました。 

　参加してくれた子供たちや保護者の方々は、みなさん読書家で、普段か

ら本に対して関心の高い人ばかり。本を解体したり、ブックデザインを考え

る事で、より一層、“本”の持つフィジカルな側面への理解が深まったよう

でした。読者が本を手に取り、そこから内容に辿り着くまでの間にある、普

段気づかないような様々な工程やデザインへのこだわりを、鑑賞と、ものづ

くりから見直し気づく美術館ならではのイベントになったのではないでしょう

か。　　　　　　　　　　　　　　（瀧川織恵／当館ミュージアムティーチャー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際シンポジウム 
「あさっての美術館」 
 

　2014年1月19日（日）、開館10周年記念事業の一環として開催した国

際シンポジウムは、各国の美術館長を招き、「あさっての美術館」と題して

美術館の将来像を展望しようとする企画でした。当日は多くの聴講者が詰

めかけ、テーマへの関心の高さをうかがわせました。 

　基調講演はポンピドゥー・センター国立近代美術館名誉館長アルフレッ

ド・パックマン氏が「美術館コレクションの活性化――新たな展示とその結

果」と題し、従来の常設展示ではないコレクションによる企画展示の試み

について話しました。 

　その後、パックマン氏、サンフランシスコ近代美術館長ニール・ベネズラ

氏、香港の新しい美術館「M＋」西九龍文化地区エグゼクティブディレクター

であるラース・ニッティヴ氏の3名に当館の蓑館長が加わり、各パネリスト

のプレゼンテーションとディスカッションが行われました。ベネズラ氏は、改

修中のサンフランシスコ近代美術館が取り組むコレクションの拡張や展示・

教育の新たなプログラムを紹介、ニッティヴ氏は現在準備中の未来型の

施設「M＋」の理念や具体的な計画を話しました。パックマン氏は、マーケッ

トなどの価値とは異なる美術館独自の価値を持つ重要性を説き、蓑館長

は感性を育む美術館としての当館の様々な活動を紹介しました。ディスカッ

ションおよび聴講者との質疑応答では、多様な観衆のニーズにいかに答

えるべきか、マスメディアが示す価値基準や数の論理への批判など、現状

に即した様々な発言もありました。　　　　　　　（速水　豊／当館学芸員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「奥田善巳を語る」 
 

　奥田善巳展の会期半ばに当たる2014年1月25日（土）、奥田氏をよく

知るお二人をお招きして、標題の座談会をレクチャールームで開催しました。

ひとりは、1965年に前衛的な若手作家集団、グループ〈位〉を、奥田氏を

はじめ何人かと結成して活動をともにされた美術家の中田誠氏、もうひとり

は、1977～80年まで神戸北野でギャルリー･キタノサーカスを開設され、

奥田氏の個展を開催したことのある福野輝郎氏です。この美術家の長い

経歴の中ではほぼ前半期に当たる頃に焦点を絞り、その活動の一端を紹

介することを意図しました。 

　まず、中野氏は、1964年に二人があるグループ展で知り合ってから

1970年代頃までを、数々の画像を提示しながら紹介されました。次に、福

野氏には、伝説的な画廊であるキタノサーカスの活動を概説していただい

た上で、奥田氏の個展に触れていただきました。ただ、福野氏のトークの

核心は、むしろ故人の人となりを伝えることにあったようです。 

　最後に、残った時間を活かして、観客の方からもお話していただく機会

を設けました。奥田氏の絵画教室に通い、晩年まで親しくされていた中村

伸哉氏が、彼が人から親しまれていたエピソードを披瀝され、それまでのトー

クの内容がより広がった

のは幸いでした。故人と親

交のあった方たちにたくさ

んお集まりいただいた催し

でしたが、いくらか新しい

知見も紹介できたのでは

ないかと思います。 

　　　（出原　均／当館学芸員） 

●──編集後記 
 
●本号では、当館独自の展覧会に関する記事が
並びました。特に2-3頁の「ポンピドゥー展」と4-5
頁の「奥田善巳展」については、今のところ本誌
に掲載のテキストが担当学芸員による最もまとま
った文章となっています。やや長文を詰め込んだ
感じのレイアウトになってしまいましたが、他の頁
とも、じっくりお楽しみいただけますと幸いです。 
●おかげさまで今年度も無事４号を発行すること
が出来ました。来年度も当館では多彩な特別展
を予定しています。またコレクション展は「県美プ
レミアム展」と名称を改め、さらにテーマ性を強め
た展示を展開する予定です。　　　　　（江上） 



８ 

美術館の周縁 

双葉町歴史民俗資料館での作品 
（日本画）取り外し作業の様子。 

一時保管場所である旧相馬女子高校(廃校)への搬入の様子。 

双葉町歴史民俗資料館での搬出作業。外部で作業する人は 
不織布による防護服を着用のうえ、一定時間で交代した。 

　福島第1原発付近の自治体では、東日本大震災発

生直後の同原発事故に伴う放射能汚染により、自治

体内の博物館施設の収蔵品は長らく館内に残されたままの状態となってい

た。しかし震災（原発事故）発生から一定期間が経過し、同地域の放射線

量も当初より数値が下がったことから、昨年度より福島県及び同県内自治

体の教育委員会が中心となり、帰宅困難区域（旧警戒区域）内の博物館

施設及び寺社等内部の文化財の避難作業が始められた。 

　避難作業の一環として、平成25年10月30日、10月31日の2日間において、

双葉町歴史民俗資料館及び富岡町歴史民俗資料館の、既に梱包が済ま

された収蔵品搬出作業（荷役作業）が行われた。作業員は福島レスキューチー

ム（福島県内の美術館、博物館、教育委員会職員）に加えて、国立文化財

機構、日本博物館協会、全国美術館会議よりメンバーが加わった。また福

島大学職員及び同大学生も作業に参加し、延べ55名によって作業が行わ

れた。なお、作業参加者のうち初めて帰宅困難区域で作業にあたる参加者

は、事前に放射線の概要及び高線量下での安全な作業に関する講習を受

講した。 

　10月30日（水）、作業班は双葉町歴史民俗資料館と富岡町歴史民俗資

料館に分けられ、筆者は双葉町歴史民俗資料館で搬出作業（トラックへの

積み込み）に携わった。 

　事前講習では、作業の際の放射線防護としてマスク、手袋、不織布によ

る防護服、靴の防護のための不織布カバーの着用が望ましいとのことだっ

たが、作業現場での線量が比較的低かったため、搬出作業の際の屋外作

業者を除いて防護服の着用は義務付けられなかった。ただしマスク、手袋は

全員着用した。作業に際して、放射能を多く含む可能性のある塵埃の吸入や、

作業によるわずかな怪我でも、そこから体内に放射性物質を摂取する恐れ

があることに十分注意しなければならなかった。 

　また東京文化財研究所の指示により、作業工程中に受ける放射線量計

測のため、作業に関わる全員が積算型個人線量計（蛍光ガラス線量計）を

常時携行した。後日計測結果が手元に届いたが、数値は全く問題ないとの

ことだった。 

　梱包済みの収蔵品群のうち搬出されたものは、一時保管施設である旧相

馬女子高校（廃校）に移動の後、同施設への搬入作業が行われた。 

　双葉町歴史民俗資料館内には、恒久展示されていた日本画1点（日下部

美樹史作、紙本着彩、和額装／アクリル板付き、額寸2160x2450mm）も

そのまま残されており、取り外し方法が不明のため当面搬出保留となってい

たが、この日作品直近の壁化粧板を一部削り取ることで、取り外し方法をお

おまかに推測することができた。 

　10月31日（木）、双葉町歴史民俗資料館に到着後、搬出作業に取り掛

かる前に日本画取り外しを出来る限り進めることが参加メンバーから提言され、

相澤他1名で取り外し作業を実施、急遽予定になかった作業が行われるこ

ととなった。ただし他のメンバーは予定通り搬出作業を引き続き行った。 

　日本画取り外し作業は、まず化粧板（布貼り石膏ボード）を削り取り、額裏

面と壁内部の木材を結合するＩ字型金属プレート（ビス止め式）を取り外せ

ばおそらく可能ということは前日に推測していたが、この作業は当初の予定

になかったため、作業のための道具類も十分でなく、特殊な環境下での緊

張を伴う作業となった。実際に化粧板を全て削り落すと10カ所以上でＩ字プ

レートによる固定がされており、これを外すことで作品を額縁ごと安全に壁か

ら外すことができた。ただし搬出は今回行わず、館内で転倒防止処置を行っ

たうえで継続保管となった。 

　2日間の作業によって、予定されていた搬出作業は無事に完了し、予定

のなかった日本画取り外し作業も行うことができた。今回の作業では、国立

文化財機構、日本博物館協会、全国美術館会議、福島県内の各組織が同

じ現場内で協働した。国内の限られた人員で頻発する大きな自然災害に対

応するには、このような体制は必須であると思われるが、同時にそれぞれ参

加者は各所属組織に勤務しているため、文化財レスキューに継続的に参加

することは困難である。 

　文化財レスキューは被災現場からの文化財救出と応急処置に注目され

がちだが、被災文化財はその多くが本格修復を行わなければ展示も恒久的

な保管も難しく、基本的に長期に亘って作業が継続する性質をもつ。また

地震災害だけでなく、頻発する豪雨や大型台風による被害など、文化財レ

スキューが求められる状況も増加傾向にあるといえるだろう。有志が都度一

時的に参加する現状の体制に加えて、国内各地のあらゆる災害に対応可

能な、文化財レスキューにある程度特化した恒久的な組織を構築することと、

そこで機能しうる人材養成が必要な時期に来ているのではないかと思われる。 

（あいざわ・くにひこ／当館学芸員） 

福島県における文化財レスキューについて 
－帰宅困難区域内の博物館 
　収蔵品撤収作業に参加して－ 

相澤邦彦 


